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アウトライン

センターの概要

事業内容
方針 1: 教育支援システム開発と研究用情報基盤の整備
方針 2: 教育支援システムと研究用情報基盤の利用促進と成果
の公開
方針 3: HOSEI2030を踏まえた教育および研究の共同実践

社会連携・社会貢献
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https://www.hosei.ac.jp/media/about/
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https://www.hosei.ac.jp/media/research/
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2017-2020中期計画*

研究用 IT基盤を提供する唯一の学内組織として，多様な研究に
最適化したサービスを継続するとともに，ITを利用した教育に関
わる研究成果は学内にも還元し，HOSEI2030の実現に貢献する．

方針 1: 教育支援システム開発と研究用情報基盤の整備
方針 2: 教育支援システムと研究用情報基盤の利用促進と成果

の公開
方針 3: HOSEI2030を踏まえた教育および研究の共同実践

*学内で中期計画を策定している組織はまれである
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http://hosei2030.hosei.ac.jp/
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これまでのシステム開発実績
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https://www.hosei.ac.jp/media/service/edutool/

10 / 26

https://www.hosei.ac.jp/media/service/edutool/


Beyond LMS as a repository

問題意識：LMSがファイルサーバにしかなっていない！

• 本学 LMSの LTIインタフェースの充実を提案
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子育て支援のための携帯端末を利用したテストシステム

受験が中断されたとしても問題ないように工夫
畠山久,中島秀一,山際勇一郎, “子育て世代のためのオンラインテストシステムにおける非同期自動保存機能の提案と実装,” 情報処理学会研究報告教育学習
支援情報システム（CLE）, 2021-CLE-33(6), pp.1-4, 2021
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Computer-assisted Vocabulary Learning System

ライフログから語彙学習に最適な語彙を推薦して表示
Mohammad Nehal Hasnine, Kousuke Mouri, Gökhan Akçapınar, Mahmoud Mohamed Hussien Ahmed and Hiroshi Ueda, A New Technology Design for
Personalized Incidental Vocabulary Learning using Lifelog Image Analysis, Proceedings of the 28th International Conference on Computers in
Education (ICCE2020), pp.516-521, 2020 13 / 26



https://www.hosei.ac.jp/media/service/laboratory/
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学習支援システムのデータ利活用

Hoppiiに蓄積されているデータのご提供お願い
情報メディア教育研究センター上田浩

参考：Hoppiiで提供される「統計量」について

ご審議のお願い：当センター教員担当授業のデータ提供について
• データ利活用による授業改善の可能性を検証するため
• 当センター担当授業(理工学部、理工学研究科、情報科学部)

• ユーザごとのログイン〜ログアウトのセッション活動
• 教材(アクセス時刻)
• 課題(アクセス、提出時刻)
• クイズ&テスト(アクセス、提出時刻)
• 外部ツール(アクセス時刻)

教師のみアクセスできる「統計
量」モジュールは日付ごとの
データしか提供しない。

日ごとの(ユニーク)
アクセス数

ツールごとのイベント数

ファイルごとの
アクセスランキング

意義：ICTによる教育改善の具体的取り組みの支援

0.大学として同意取得(済み)

3. 可視化&分析

LRS
Learning
Record
Store

2. データ取得

1. LMS等の利用推進

本提案の対象

4. 匿名加工
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研究報告 (紀要)の発信力向上

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/rccms/-char/ja/
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教育支援ツールガイドの制作と公開

https://edutools-hosei.github.io/
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オンライン授業相談・交流会の共催
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HOSEI 2020 

オンライン授業ニュース  
2021/2/19  vol.26 

より質の高いオンライン授業づくりに向けた交流・相談会 

＜第６回 特別企画＞ 

‘オンライン授業の Good Practice に学ぶ’ 

開催しました（1 月 18 日） 

学内でオンライン授業支援に携わる 3 つの主体（教育開発・学習支援センター、

情報メディア教育研究センター、本オンライン授業支援特設チーム）が協力して

開催する「より質の高いオンライン授業づくりに向けた交流・相談会」の第６回・

最終回を開催しました。 
今回は特別企画として、今年度春学期末に教育開発・学習支援センターが行った

「オンライン授業に関する学生対象アンケート」において、「学生が工夫を感じた

授業」として高い評価を得た３人の先生方から、ご報告をいただきました。 
いずれもオンデマンド型授業の Good Practice を学ぶ貴重な機会となりました。 

 

ご報告者・ご報告内容 

池田 宏一郎 教授（経営学部）高評価を得た授業：確率の世界 A 
ご報告の要点： 

Hoppii を用いた，録画映像と課題出題を組み合わせたオンデマンド型授業． 

映像は 30 分程度を 1 本 8 分程度に分割して配信，（紙芝居をイメージしたつくり） 

課題は、映像視聴後すぐ取り組めるもの（毎回 2 題程度）を出題．質問も受付。 

１回の授業を、映像（30 分）＋課題（20 分）＋ノート（40 分）と想定。 

「必要十分な映像」と「映像内容の構造化」が要点。  

 

 

この号 の内 容  

１ 第６回より質の高い

オンライン授業づくり

に向けた交流･相談

会特別企画「オンライ

ン 授 業 の Good 
Practice に学ぶ」の

開催報告 
 
２ 情報メディア教育研

究センターシンポジ

ウム 2021  ご案内 
 
 
【本ニュース発行主体】 

HOSEI2020 オンライン授

業支援特設チーム 

（教学統括副学長のもとに

2020 年度のオンライン授

業を支援する目的で設

置） 

【事務局】 

総長室付教学企画室 
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コミュニティの形成・推進
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企業との共同研究

https://www.hosei.ac.jp/koho/photo/2019/191205/
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企業との共同研究

https://ieeexplore.ieee.org/document/9274224
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2020年度専任所員3名の業績

論文 4
国際会議論文 7
国内研究会論文 7
基調講演,招待講演 6
受賞 2†

研究会・セッション主催 5

†令和 2年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞理解増進部門 (高等教育機関のた
めの情報セキュリティ規定と教材の普及啓発)を含む
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2021年3月11日
情報メディア教育研究センター 畠山久

情報メディア教育研究センター活動報告

オンライン授業の支援と教育支援ツールの開発・運用



ツールの全学提供とツールガイドの公開

法政大学 情報メディア教育研究センター

• オンライン授業の実施に向けて「センターとしてできること」を検討

• 研究プロジェクトの成果を学内に還元することが

ひとつのミッション

• ツールの全学提供を開始

• ツールやサポートをまとめた

「ツールガイド」を公開

• 問い合わせ窓口を明確化

• ウェブサイトとすることで

適宜改訂・更新できる仕組みに
2



全学提供を開始した2つのツール

3 法政大学 情報メディア教育研究センター

• OATube （2020年4月～）

• ストリーミング再生対応の動画配信

• レクキャス （2020年6月～）

• Podcast対応の音声配信



ブラウザ上から

ビデオファイルを

アップロード

アップロード

授業に対応する

「クラス」の単位で

ユーザを管理

ユーザ管理

アップロードしたビデオを

公開範囲を設定し共有

共有

動画配信ツール「OATube」

• 法政大学 と (株)国際テクノロジーセンター で共同開発した
動画配信ツール

評価やコメントをつけて

フィードバック

コメント

法政大学 情報メディア教育研究センター4



動画配信ツール「OATube」

ビデオを共有・一覧表示

ビデオをアップロード

法政大学 情報メディア教育研究センター5



OATube の課題

• もともとは研究プロジェクトで利用者も限られていたため、
スタンドアロンで運用していた

• [学生・教員] スタンドアロンのシステムにおけるユーザ体験の悪さ

• 学内の統合認証を利用していない
• LMSとSSOなどで連携していない

• [教員・管理者] クラスに紐付くアカウント・クラスの作成の大変さ

• 利用を希望する教員のアカウントを作成する必要がある

• 公開範囲をクラスに限定したビデオを閲覧するためには、予め学生をクラス
に紐付けておく

• 学生アカウントを発行するためには、クラスの履修者名簿が必要となる

法政大学 情報メディア教育研究センター6



• LTI (Learning Tools Interoperability)

• 「LMS」と「LMS外のツール」を緩くつなぐ仕組み

• LTIで連携することで、LMSの情報を基に履修者を判別できる

LMSのLTIツール・プラグインを用いて

OATubeを起動（ローンチ）

LMSからOATubeを起動

ユーザが存在しなければ生成する

クラスが存在しなければ生成する

OATube側セットアップ

クラスに紐付けてビデオをアップロード

ビデオのアップロード

LTI1.1 にて連携

ユーザ情報
（ID,氏名, ロール, …）

コース情報
（ID, 名称, …）

OATubeにおけるLTI連携機能の開発

法政大学 情報メディア教育研究センター7



新版「OATube」

8 法政大学 情報メディア教育研究センター

• 秋学期（10月）よりLTI連携に対応した新版を運用

• ユーザ数 約6,800名

• 掲載動画数 2,600本以上

• 学習支援システムの機能補完・連携

• 映像配信に最適化したシステム

• 公開範囲のコントロール

• 独自に動画配信基盤を持つことの
メリット

• ユーザの利便性向上

• 著作権への対応



音声配信ツール「レクキャス」

9 法政大学 情報メディア教育研究センター

• 「ライトに使える音声アップローダ」

• 情報メディア教育研究センターが開発・運用

• ブラウザ上およびPodcastアプリで
音声ファイルを再生できる

• MP3, M4A, WMA形式に対応

• 学習支援システムの機能補完・連携

• 音声配信に最適化したシステム

• 公開範囲のコントロール



レクキャスのシステム構成

10 法政大学 情報メディア教育研究センター

• AWSのサービスを組み合わせて構築

• LTI 1.1 経由で情報を取得

• コース情報

• ユーザ権限



音声教材の利用状況

11 法政大学 情報メディア教育研究センター

• 春学期・秋学期をあわせて20以上のコースで利用

• 科目は様々な分野にわたる

• 教材の長さもさまざま

• 音声教材の再生環境

• ブラウザ上でそのまま再生が多い

• Podcast としての配信のニーズは
高くない？ （一般的でない？）

10分未満
11%

10分以上20分未満
24%

20分以上30分未満
14%30分以上40分未満

14%

40分以上50分未満
11%

50分以上60分未満
13%

60分以上70分未満
9%

70分以上80分未満
3%

80分以上90分未満
1%

アップロードされている音声ファイルの長さ
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